
『
志
 
不
 
可
 
起
」
 
を
 
読
 
む

（
付
）
『
か
た
こ
と
』
と
の
か
㌧
わ
り

白

木

進

目
次
 
一
、
原
本

 
 
 
二
、
著
者
 
著
書
（
潤
色
詞
林
三
知
抄
・
同
渦
巻
・
つ
み
え
ノ
弁
）

 
 
 
三
、
内
容

 
 
 
（
付
）
『
か
た
こ
と
』
と
の
か
～
わ
り

 
 
 
 
 
イ
回
書
の
形
式
・
内
容
の
比
較

 
 
 
 
 
ロ
『
志
不
可
起
』
の
著
者
は
『
か
た
己
と
』
を
読
ん
で
い
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
む

旧
註
・
調
査
・
記
述
に
便
す
る
た
め
、
 
『
志
不
可
起
』
の
標
出
項
目
に
通
し
番
号
を
つ
け
た
。
「
首

巻
（
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
）
を
欠
く
の
で
、
二
巻
「
知
」
ノ
部
の
冒
頭
「
ち
い
ん
」
を
一
、
以
下
順

に
番
号
を
ふ
ぞ
い
く
と
、
七
巻
「
寸
」
・
部
の
霧
尾
「
す
が
目
し
」
は
肥
と
な
っ
た
。

文
中
に
引
用
す
る
・
『
志
不
可
起
』
の
条
文
に
冠
す
る
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
は
、
こ
の
通
し
番
号
で
あ

る
。

 
な
お
『
か
た
こ
と
』
を
引
く
場
合
、
項
目
に
付
し
た
番
号
は
、
笠
間
選
書
5
3
『
か
た
こ
と
』
に

 
使
用
し
た
番
号
で
あ
ち
。

一
、
原
本
 
 
著
者
の
残
し
た
自
筆
稿
本
（
国
会
図
書
館
蔵
）
。
末
尾
の
駿

に
「
此
志
不
可
起
七
冊
の
草
案
は
」
と
あ
り
。
但
し
現
在
本
は
首
巻
を
欠
き
、

（
従
っ
て
序
文
も
見
当
ら
ぬ
）
二
巻
4
2
枚
 
三
巻
3
2
枚
 
四
巻
2
7
枚
 
五
巻
3
5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
り

 
詳
明
巻
上
3
1
枚
六
巻
下
2
8
枚
 
七
巻
2
6
枚
嚴
1
枚
壮
丁
枚
の
7
冊
本 で

あ
る
。
入
庫
印
は
明
治
4
2
、
1
、
2
2
、
と
示
す
。

 
5
8
、
8
、
1
5
、
上
野
分
館
（
旧
帝
国
図
書
館
）
を
訪
ね
、
納
入
原
簿
を
調
べ

 
て
貰
っ
た
。
左
の
如
し
。

 
 
 
記

 
一
三
壱
円
五
拾
銭
 
志
不
可
起
 
壱
部
七
冊
 
、
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
京
市
浅
草
区
北
東
仲
町
五
番
地

 
 
明
治
四
十
二
年
一
月
廿
二
日

 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉
田
久
兵
衛
代
人
「
木
内
 
誠
⑰

 
帝
国
図
書
館
御
中

納
入
書
で
は
一
部
七
冊
と
あ
る
が
、
恐
ら
く
．
入
庫
当
初
か
ら
首
巻
を
欠
く
7
冊

本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
挿
絵
図
が
8
個
あ
る
。
著
者
が
説
明
用
に
描
い
た
小
さ
な
絵
図
で
鮒
、

脇
、
娚
、
鰯
（
2
偶
）
、
蹴
（
2
個
）
、
鰹
の
各
条
に
計
8
個
。

 
現
在
ま
で
の
活
字
本
・
影
印
本
は
左
の
如
し
。

○
活
字
本
 
国
語
学
大
系
 
方
言
一
 
志
不
可
起
 
昭
1
4
、
福
井
久
蔵
編
 
厚

 
 
生
閣
 
昭
4
0
再
刊
 
白
帝
社

 
○
影
印
本
 
近
世
文
学
資
料
類
従
 
参
考
文
献
編
7
 
志
不
可
起
 
昭
5
1
、
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小
林
祥
次
郎
解
説
及
び
索
引
作
成
 
勉
上
社

原
本
は
な
お
未
定
稿
本
で
あ
る

 
「
…
不
図
思
ひ
よ
り
て
い
ろ
は
よ
せ
に
つ
れ
く
に
書
あ
つ
め
侍
り
し
猶
よ

く
あ
ぢ
は
へ
て
さ
や
か
に
書
改
ま
ほ
し
か
り
つ
れ
と
も
…
」
と
 
駿
に
い
う
著

者
は
、
そ
の
前
、
本
文
七
巻
の
原
稿
本
末
尾
に
、

 
享
保
十
二
灯
季
春
上
旬
二
捻
括
ス

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
既
に
原
稿
を
整
理
し
て
い
る
。
か
く
て

イ
、
原
稿
各
葉
の
柱
に
は
 
渋
柿
 
ニ
ノ
一
 
（
漢
字
は
上
が
巻
数
、
下
が
丁

数
）
と
書
き
こ
む
。
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
，

ロ
、
草
案
を
い
ろ
は
順
に
整
え
、
い
ろ
は
の
各
項
に
収
め
る
堰
出
項
目
数
を
始
．

 
め
に
書
き
示
す
。
例
え
ば
現
存
す
る
二
巻
の
冒
頭
は
、
 
「
知
」
凡
二
十
八
条

 
 
の
如
し
。

翌
享
保
十
三
年
季
秋
に
三
文
を
追
加
し
た
が
、
出
版
に
備
え
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
享
保
十
二
、
十
三
年
と
い
え
ば
、
「
…
年
の
矢
の
す
み
や
か
な
る
に
…
既

に
し
夕
の
日
に
せ
ま
り
ぬ
」
と
駿
に
あ
る
如
く
、
著
者
は
7
5
才
～
8
0
才
（
年
令

の
事
は
後
述
）
．
で
あ
る
。

 
既
に
浄
書
し
捻
括
し
た
と
は
い
え
、
稿
本
が
手
許
に
存
す
る
限
り
、
手
を
加

え
る
の
は
著
作
者
の
常
で
あ
り
、
本
書
も
ま
た
、
そ
の
後
の
文
字
・
文
章
の
改

廃
、
添
加
・
抹
消
が
見
ら
れ
、
甚
だ
し
き
は
．
一
条
を
新
た
に
増
加
し
た
り
し

て
、
次
の
諸
点
に
見
る
如
く
、
な
お
末
定
稿
本
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
イ
標
出
項
目
の
み
で
、
説
明
文
の
な
い
例
 
幽
、
囎
、
励
、
娚
の
各
条

 
ロ
後
か
ら
書
き
埋
め
る
積
り
で
あ
っ
た
の
か
凸
「
文
句
が
未
完
の
例
 
脚
忘
れ

 
な
ん
と
思
ふ
心
の
つ
〔
以
下
4
、
7
、
7
、
の
句
を
欠
く
〕
。
㎜
俳
言
ノ

 
立
羽
三
角
ガ
ロ
ロ
ロ
ロ
ト
云
句
寄
二
〔
書
名
『
う
た
た
ね
」
を
欠
く
〕
。

ハ
追
加
し
た
例
（
多
い
）
。

 
ゆ
ノ
部
は
ゆ
が
む
 
ゆ
ひ
 
を
そ
れ
み
＼
欄
外
、
上
欄
に
横
さ
ま
に
追
加

 
し
、
項
目
数
十
五
層
十
七
と
訂
正
し
て
い
る
。

 
脇
（
こ
そ
ノ
条
）
、
鰍
（
こ
う
を
へ
る
ノ
条
）
 
上
の
空
欄
に
横
さ
ま
に

加
筆
。

 
晒
「
三
条
ノ
外
追
加
」
と
自
ら
断
っ
て
晒
（
き
ケ
ぎ
や
う
〉
を
加
え
て
い

 
る
。

○
小
林
氏
（
影
印
本
刊
行
解
説
者
）
は
、
2
6
ぺ
（
原
稿
本
1
2
丁
の
ウ
ラ
）
の
末

 
尾
は
、
2
7
ぺ
の
第
一
行
に
連
絡
せ
ぬ
。
蓋
し
原
著
者
が
2
5
～
％
ぺ
の
一
丁

 
を
新
た
に
起
稿
追
加
し
、
2
7
ぺ
の
一
行
目
は
抹
消
す
べ
き
を
消
し
忘
れ
た

 
も
の
と
い
う
。

二
本
文
中
に
「
…
ノ
所
デ
書
イ
タ
」
と
著
者
は
記
す
が
、
℃
そ
の
文
が
見
当
ら

ぬ
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
硲
（
こ
ば
む
ノ
条
）
…
あ
ば
む
ハ
前
〔
後
の
誤
か
〕
ノ
あ
ノ
十
善
モ
ア
リ

 
断
（
す
じ
り
）
…
よ
し
り
ハ
よ
ノ
部
二
有
な
ど
。

 
ー

ホ
記
事
が
重
複
し
て
い
る
例
（
多
し
）

 
槻
と
脳
（
で
に
は
）
、
醜
と
識
（
よ
じ
る
 
ね
じ
る
）
、
．
鋭
と
㎜
（
す

 
く
・
し
く
 
ふ
と
こ
ろ
・
ひ
と
こ
ろ
）

へ
う
っ
か
り
ミ
ス

○
漢
字
の
フ
リ
ガ
ナ
は
多
く
は
片
カ
ナ
だ
が
、
時
に
平
が
な
も
あ
り
、
厳
た

 
る
統
一
が
な
い
。
例
え
ば

 
 
は
ら
く
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ラ
バ

 
脚
腹
黒
ト
当
路
心
内
二
思
コ
メ
テ
外
二
著
サ
ヌ
ヲ
云
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○
本
文
は
片
カ
ナ
が
書
く
所
を
、
う
っ
か
り
平
が
な
で
書
い
た
例
 
㎜

 
〇
二
巻
「
利
」
ノ
部
で
は
、
標
出
項
目
数
「
二
十
一
」
を
書
き
落
す
。

二
、
著
者
 
、
著
書
（
潤
色
詞
林
三
知
抄
 
同
附
巻
 
つ
み
え
ノ
弁
）

 
著
者
の
身
上
は
あ
ま
り
明
か
で
は
な
い
。
主
著
『
志
不
可
起
」
の
外
に
「
潤

色
詞
林
三
知
抄
」
 
同
附
記
・
及
び
『
つ
み
え
ノ
弁
』
が
あ
る
。

◎
潤
色
詞
林
三
知
抄
 
『
志
不
可
起
」
に
 
 
-

 
鵬
あ
や
に
く
ノ
条
…
但
潤
色
詞
林
三
知
抄
二
三
出
タ
リ
可
見
合

 
附
あ
た
り
ノ
条
、
…
説
述
潤
色
詞
林
三
知
抄
ノ
附
巻
二
委
シ

と
潤
色
詞
林
三
知
抄
の
各
が
二
度
出
る
。
こ
の
潤
色
詞
林
三
知
抄
は
静
嘉
堂
文

庫
に
稿
本
が
現
存
す
る
。

 
5
8
、
8
、
1
3
、
静
嘉
堂
文
庫
を
訪
い
、
詞
林
三
知
抄
（
刊
本
）
と
潤
色
詞
林

 
三
知
抄
（
稿
本
）
を
見
せ
て
頂
い
た
。
前
者
は
「
和
歌
・
連
歌
・
俳
譜
等
二

 
用
フ
ヘ
キ
古
語
に
本
字
ヲ
加
ヘ
タ
」
便
用
の
書
で
、
神
祇
・
春
・
夏
・
秋
・

 
冬
・
雑
に
分
類
し
、
上
下
二
巻
。

 
潤
色
詞
林
三
知
抄
は
之
を
受
け
て
、
い
ろ
は
寄
せ
に
そ
の
字
句
を
解
説
す

 
る
。
 
『
志
不
可
起
」
と
同
筆
の
稿
本
。
体
裁
も
同
じ
。
小
さ
な
絵
図
五
個
を

 
挿
入
す
る
点
も
似
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
凡
例
三
あ
り
、
そ
の
一
に
曰
く
、
詞
林
三
知
抄
の
本
書
は
其
ま
㌧
ひ
ら
が
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
を
用
 
潤
色
は
か
た
か
な
を
肝

 
 
左
に
巻
頭
の
一
、
二
行
を
示
す
。

 
 
 
潤
色
詞
林
三
知
抄
 
巻
上

 
 
 
 
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い

 
 
い
も
 
 
潔
 
水
あ
び
精
進
す
る
也
 
私
目
窪
又
精
進
ト
モ

『
志
不
可
起
」
を
読
む
 
（
付
）
『
か
た
こ
と
」
と
の
か
～
わ
り

 
本
書
は
上
巻
4
0
丁
（
い
～
て
）
、
下
巻
3
3
丁
（
あ
～
す
）
一
冊
本
。
 
「
松
井

 
氏
蔵
書
章
」
の
朱
印
あ
り
、
旧
松
井
簡
治
博
士
蔵
書
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

○
同
附
巻
 
 
『
志
不
可
起
』
胤
条
に
い
う
附
巻
（
潤
色
詞
林
三
知
抄
に
も
、
な

 
ノ
条
の
冒
頭
に
「
な
の
り
そ
」
を
追
加
し
て
そ
の
下
に
、
附
巻
ノ
毛
附
巻
三

 
 
委
と
あ
り
つ
）
は
見
当
ら
ず
。

◎
つ
み
え
ノ
弁
 
『
志
不
可
起
』
蓋
し
ん
た
い
ノ
条
 
…
是
モ
愚
作
つ
み
え
ノ

 
回
外
一
二
帖
ア
リ
層
と
あ
る
が
、
現
在
は
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
「
つ
み

 
え
」
の
意
は

 
「
つ
み
え
ト
ハ
人
ノ
用
ニ
モ
タ
・
ズ
シ
テ
物
ノ
ス
タ
ル
ヲ
云
是
ハ
少
分
ニ
テ

 
モ
つ
み
え
也
タ
ト
ヒ
多
分
二
物
ヲ
ツ
カ
フ
ト
モ
其
義
心
ア
タ
リ
タ
ル
ハ
つ
み

 
え
ニ
ア
ラ
ズ
」
 
（
志
不
可
起
蜘
条
）
と
説
明
す
る
。

之
ら
を
資
料
に
著
者
の
身
分
、
交
友
、
教
養
な
ど
を
推
測
し
て
み
る
。

姓
名
・
住
所

 
『
志
不
可
起
」
．
末
尾
の
駿
文
に
、
、
江
都
蓑
翁
箕
田
工
手
貞
と
署
名
し
、
潤
色

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
き
そ
う
み
た
き
て
い
ふ
ん
で

 
詞
林
三
知
抄
の
駿
に
は
腿
曳
箕
田
悪
貞
毫
を
武
江
の
下
谷
に
と
る
と
あ

 
り
、
よ
っ
て
姓
名
は
「
み
た
、
き
て
い
」
、
寒
卵
ま
た
憲
曼
と
号
し
、
江
戸

 
下
谷
の
住
人
で
あ
っ
た
。

年
令
、

 
志
不
可
起
2
8
（
ち
よ
い
ノ
条
）
に
、

 
…
予
が
珊
歳
バ
カ
リ
ノ
比
延
宝
（
㎜
一
㎜
…
）
工
自
由
（
舳
一
㎜
）
年
中
マ
デ
…

の
記
事
か
ら
推
し
て
、
仮
に
㎜
を
3
0
才
と
す
れ
ば
、
そ
の
生
年
は
㎜
年
慶
安
三

年
（
京
都
で
『
か
た
こ
と
』
刊
行
の
年
）
と
な
り
、
『
志
不
可
起
』
の
駿
文
の

享
保
戊
申
（
十
三
年
㈱
年
）
は
7
8
才
で
あ
る
。
時
の
将
軍
は
四
代
再
三
一
八
代

吉
宗
の
治
世
下
に
当
り
、
江
戸
幕
府
中
期
を
迎
え
、
文
運
漸
く
興
隆
の
時
節
で
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あ
る
。

著
者
の
生
活
と
関
心
事

イ
禁
裡
の
事
は
姐
、
隅
に
、
至
尊
に
関
し
て
は
鄭
、
鷹
、
鵬
に
、
后
の
名
に
つ

 
い
て
は
鰯
に
、
ま
た
公
家
衆
の
子
息
の
呼
び
方
が
欄
条
に
見
え
る
が
、
記
事

 
は
多
く
は
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
パ
ウ

ロ
将
軍
家
の
記
事
 
隅
足
利
将
軍
三
代
義
満
公
ヲ
始
テ
公
方
ト
申
ス
…
公
方
家

 
ノ
御
所
ヲ
殿
中
ト
串
ス
…
は
前
代
の
事
。

 
8
常
憲
院
様
イ
マ
ダ
館
林
様
ニ
テ
御
座
ナ
サ
レ
タ
ル
御
時
…
、
．
（
常
憲
院
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

 
を
、
改
行
し
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
）
と
あ
る
常
憲
院
は
五
代
将
軍
綱
吉
が
、

 
死
後
に
朝
廷
よ
り
賜
わ
っ
た
論
で
あ
る
。
綱
吉
は
家
光
の
第
四
子
、
館
林
城
'

 
主
（
2
5
万
石
）
か
ら
入
っ
て
将
軍
職
を
継
い
だ
。
こ
の
条
は
館
林
の
方
言

 
ち
く
 
で
ん
ぼ
う
 
を
挙
げ
、
御
城
代
大
久
保
和
泉
守
殿
が
そ
の
意
を
理
解

 
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
滑
稽
話
を
と
り
あ
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
プ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
・
）

 
鰯
…
江
戸
ノ
御
城
ヲ
文
二
書
ト
キ
ハ
営
中
殿
申
ナ
ド
・
申
…
。
姻
サ
テ
公
義

 
 
 
シ
ヲ
キ

 
向
御
成
敗
二
く
は
た
い
ト
云
事
ア
リ
。
陥
御
条
目
ナ
ド
ニ
モ
喧
嘩
口
論
ト
ア

 
ソ
バ
シ
タ
ル
也
コ
「
脇
…
御
当
代
ニ
チ
ハ
御
小
姓
組
ト
別
二
小
十
人
ト
有
。

 
姫
…
上
様
二
御
膳
番
衆
ト
云
ル
ヲ
俗
二
お
に
と
り
衆
ト
云

ハ
武
家
・
武
士
生
活
に
つ
い
て
 
話
題
は
多
く
、
何
れ
も
武
士
の
歴
史
に
触
・

 
れ
、
心
得
を
説
き
、
ま
た
当
時
の
武
士
生
活
に
及
ぶ
。
以
下
に
列
挙
し
て
み

 
る
。

 
 
 
 
 
 
モ
ノ
シ

 
鰍
も
の
し
（
武
並
）
で
は
武
士
の
起
源
を
説
く
。
謝
小
田
原
北
条
ノ
時
分
ノ

 
忍
ノ
者
ヲ
ら
っ
は
ト
モ
す
つ
は
ト
モ
云
。
総
長
篠
籠
城
の
時
の
鳥
居
強
右
衛

 
門
の
話
。
脱
て
う
は
う
（
鉄
砲
）
伝
来
の
話
。
㎜
信
玄
の
雪
隠
（
密
談
所
）

 
の
話
な
ど
は
歴
史
の
一
端
。
鵬
ぶ
ん
ぶ
り
や
う
だ
う
 
で
は
武
に
強
き
人
の

 
老
後
の
述
懐
を
評
し
、
文
と
武
の
二
道
の
要
を
言
う
。
餌
は
切
腹
の
法
。

 
㎜
ひ
ご
ふ
 
は
果
し
合
い
の
是
非
。
窺
ざ
い
を
ふ
る
 
は
士
卒
を
下
知
す
る

 
の
法
・
故
事
。
珊
さ
ば
を
と
る
 
は
武
家
ニ
モ
祭
ア
ル
ベ
キ
を
言
う
。

 
梛
…
御
家
人
〔
将
軍
直
属
の
臣
で
、
御
目
見
以
下
の
者
〕
御
奉
公
ノ
ナ
キ
ハ

 
其
三
二
応
ジ
普
請
金
ヲ
出
ス
是
ヲ
小
普
請
衆
卜
云
サ
テ
御
役
目
二
御
作
事
方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ふ
し
ょ

 
ト
普
請
方
ト
有
（
以
下
細
説
し
て
い
る
。
）
㎜
…
小
身
衆
ノ
知
行
所
ヲ
給
所

 
 
 
 
 
 
（
マ
・
）

 
ト
云
モ
…
給
人
の
知
行
所
ト
云
ノ
略
語
也
。
細
一
年
知
行
方
ニ
カ
・
リ
シ
人

 
ノ
ハ
ナ
サ
レ
シ
ハ
知
行
所
ニ
テ
所
要
ア
ル
百
姓
ヲ
呼
出
シ
・
-
。
謝
右
や
ら
う

 
前
髪
ア
リ
シ
ヲ
承
応
元
壬
辰
六
月
十
八
日
ソ
リ
ヲ
ト
シ
や
ら
う
ト
ス
此
時
町

 
奉
行
石
谷
左
近
将
監
神
尾
備
前
守
也
。
㎜
も
や
い
 
今
大
名
衆
ノ
家
申
〔
二
〕

．
常
江
戸
ノ
士
エ
ー
も
や
い
ふ
ち
ト
云
テ
高
官
応
ジ
渡
ス
パ
国
詰
ノ
士
ヨ
リ
高
二

 
応
ジ
出
金
ス
ル
ヲ
取
集
テ
配
分
ス
ル
事
也
…
。

二
町
人
や
百
姓
の
生
活
に
触
れ
た
話
は
殆
ど
無
い
。

ホ
著
者
の
友
人

○
脚
野
州
足
利
福
村
ノ
処
士

○
認
か
ね
（
兼
）
 
板
坂
友
閑
の
名
が
出
る
。
 
「
兼
煩
」
の
語
を
論
じ
会
っ
た

友
人
か
。

○
鵬
く
は
ん
に
ふ
（
管
瑠
）
 
曇
霞
ノ
立
干
不
熟
を
あ
ぐ
。
『
年
譜
う
た
～
ね
』

 
（
二
巻
一
．
冊
、
元
禄
7
年
刊
）
の
著
者
で
あ
る
。
皆
皆
の
先
輩
か
友
入
で
あ

 
ろ
う
。

○
説
く
ふ
う
（
工
夫
）
 
林
姻
階
魏
灘
ヨ
リ
申
来
ル
ハ
工
夫
面
作
二
功
夫
一
…

著
者
と
右
の
木
母
寺
と
は
縁
が
深
い
よ
う
で
あ
る
。

イ
別
著
潤
色
詞
林
三
知
抄
の
表
紙
ウ
ラ
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
此
本
馬
武
州
江
戸
す
み
だ
川
木
母
寺
隠
居
為
楽
院
綴
本
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む
 
 
む
 
 
む

の
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
潤
色
詞
林
三
知
抄
の
稿
本
は
、
著
者
没
後
、
木
母
寺

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
木
母
寺
は
江
戸
名
所
図
絵
に
も
出
る
向

島
の
名
所
で
、
天
台
宗
。
梅
若
塚
が
あ
る
。
江
戸
初
期
に
は
寺
領
分
2
5
俵
を

支
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
今
、
墨
田
区
提
通
二
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
'
5
8
、
8
、
1
4
、
木
母
寺
を
訪
い
真
泉
住
持
に
お
願
い
し
て
過
去
帖
を
見
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

て
頂
い
た
。
先
掲
の
木
母
寺
隠
居
十
如
院
義
淵
は
当
寺
の
4
1
代
・
4
3
代
の
住

持
で
あ
る
。
四
一
竪
者
〔
リ
ツ
シ
ヤ
と
訓
む
、
攣
山
で
法
論
修
業
の
合
格
者
〕

流
町
三
幅
…
四
三
法
印
義
淵
盈
脾
蘇
計
画
奪
肢
三
月
と
あ
る
。
但
し
潤
色
詞
林
三
知

抄
表
紙
ウ
ラ
の
メ
モ
書
き
木
母
寺
隠
居
為
楽
院
ば
不
明
。
院
号
だ
け
で
は
分

・
ら
ぬ
由
。
な
お
寺
は
度
々
移
転
し
、
改
築
し
た
ら
し
く
、
古
い
墓
地
は
見
当

ら
な
か
っ
た
。
ま
た

 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ラ

ロ
潤
色
詞
林
三
知
抄
の
裏
表
紙
（
下
巻
3
3
丁
の
次
）
の
オ
モ
テ
側
の
白
紙
欄
を

利
用
し
て
、
左
の
メ
モ
書
き
あ
り
。

 
宝
永
二
年
（
陥
）
正
月
十
一
日

松
か
え
に
千
代
を
な
ら
へ
ん
接
さ
く
ち

 
 
 
 
 
 
ト
ノ
く

長
閑
に
つ
く
る
殿
く
の
三

春
は
そ
の
八
重
垣
も
け
さ
越
て
来
て

 
私
日
…
…
…
…
…
…

 
元
禄
五
（
㎜
）
壬
申
正
月
十
一
日
御
連
碍

 
 
 
 
（
ね
）

栄
へ
来
て
子
も
た
る
松
や
ち
㌧
の
春

長
旧
き
こ
ゑ
を
．
か
は
す
真
鶴

帰
ら
ぬ
や
こ
㌧
を
た
の
む
の
雁
な
ら
ん
／

 
連
日
…
…
…
：
…
…
・

御御

書
億

昌
純

昌
陸

昌
純

前
頁
の
3
3
丁
で
「
猪
は
ま
の
ま
ぶ
ご
な
れ
ば
後
来
の
人
に
ゆ
つ
り
て
筆
を
拭

「
志
不
可
起
』
を
読
む
 
（
付
）
『
か
た
こ
と
』
と
の
か
～
わ
り

ぬ
」
と
本
文
は
終
っ
て
い
る
か
ら
、
之
は
ウ
ラ
表
紙
の
余
白
に
そ
の
後
に
書

き
こ
ん
だ
メ
モ
。
筆
跡
は
著
者
。
こ
の
三
句
・
三
句
は
同
僚
渡
辺
助
教
授
の

教
示
で
は
柳
営
連
歌
で
毎
春
正
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
「
御
」
は
将
軍
（
綱
F

吉
）
、
昌
陸
（
5
代
）
・
昌
純
（
6
代
）
・
昌
億
（
8
代
）
は
里
村
家
の
連
歌

師
で
あ
る
。

 
所
で
こ
の
元
禄
五
㎜
年
と
、
宝
永
三
哲
年
と
羅
衣
の
柳
営
連
歌
を
メ
モ

 
 
し
、
帝
日
-
磨
…
の
批
評
を
記
し
た
の
は
、
そ
の
当
時
か
後
年
の
こ
と
か
判

 
聾
し
難
い
が
、
著
者
が
俳
譜
に
関
心
深
く
、
恐
ら
く
自
ら
も
凝
っ
て
い
た

 
 
の
で
あ
ろ
う
。
若
し
書
き
こ
ん
だ
の
が
当
年
だ
と
す
れ
ば
、
著
者
は
3
0
才

 
 
台
の
壮
時
で
、
こ
の
時
期
に
潤
色
詞
林
三
知
抄
は
直
す
で
に
成
っ
て
い
た

 
 
の
で
あ
ろ
う
か
。
序
文
に
麗
隻
と
あ
る
が
、
露
は
雷
の
ハ
タ
メ
キ
だ
か

 
 
ら
、
意
気
壮
の
意
と
も
取
れ
よ
う
。

 
○
成
政
 
潤
色
詞
林
三
知
抄
に
「
成
政
云
」
の
語
が
 
そ
ノ
部
、
 
あ
ノ
部

 
 
各
2
、
ね
・
の
・
く
・
ま
・
ふ
・
さ
・
す
・
み
・
し
・
ひ
ノ
部
に
各
1

 
 
と
多
出
す
る
。
先
輩
か
友
人
か
未
詳
。

へ
著
者
住
所
の
近
辺
の
情
報

○
鰯
下
谷
広
徳
寺
前
の
稲
荷
の
話

 
-
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
レ
ン

0
1
4
ち
ぎ
 
…
上
野
広
小
路
西
側
商
家
の
暖
簾
の
話
は
、
通
り
掛
り
に
見
た
暖

 
簾
の
文
字
の
誤
を
い
う
。

○
撚
ぎ
を
ん
 
京
都
祇
園
会
の
故
事
来
歴
を
長
々
乏
述
べ
る
が
、
要
は
そ
の
後

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

 
に
続
く
江
戸
神
田
祭
・
神
田
明
神
に
関
す
る
追
記
が
主
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
む

ト
旅
 
越
に
旅
し
た
話
が
潤
色
詞
林
三
知
抄
に
二
回
出
る
。
佐
渡
へ
も
渡
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
ナ
ヤ
マ

 
い
る
。
そ
の
せ
い
か
獅
よ
こ
ぼ
ん
（
横
盤
）
は
金
銀
山
ニ
テ
カ
ネ
ヲ
ホ
ル
話

 
で
あ
り
、
北
越
こ
と
ば
も
4
力
条
と
り
あ
げ
て
い
る
。
 
（
後
述
）

（219）

、



以
上
か
ら
推
察
す
る
に
、
著
者
の
身
分
・
生
活
は
農
民
で
な
く
、
町
人
で
な
く
、
．

僧
侶
で
な
く
、
や
は
り
武
士
で
φ
る
。

 
殿
文
に
い
う
「
酒
煎
を
戴
き
霜
を
ふ
む
の
か
た
い
と
ま
に
云
々
」
は
晩
年
の
、

読
書
「
執
筆
の
余
暇
の
庭
い
じ
り
、
畑
づ
く
り
で
あ
ろ
う
。

 
思
う
に
著
者
は
武
家
に
育
ち
、
文
に
励
み
武
に
努
め
、
、
早
く
俳
諾
に
遊
び
、

晩
年
は
読
書
を
楽
し
み
、
著
述
に
心
が
け
た
人
な
の
で
あ
ろ
う
。
武
家
と
い
っ

て
も
高
い
身
分
で
は
な
く
、
或
い
は
御
家
人
、
小
普
請
組
の
一
員
と
い
う
程
度

か
。
時
に
役
職
に
就
い
た
で
も
あ
ろ
う
し
、
時
に
は
職
を
帯
び
て
越
に
も
旅
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
如
く
、
東
国
に
関
す
る
多
く
の
方
言
・
俗
語
を
集
録

レ
得
た
の
は
、
旅
に
縁
あ
る
職
に
つ
く
か
、
或
い
は
特
別
旅
好
み
の
人
柄
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
但
し
奥
羽
・
羽
州
の
言
葉
と
名
指
す
の
は
窟
条
だ
け
だ
か

ら
、
そ
の
旅
は
奥
州
に
は
及
ぼ
癒
か
っ
た
ら
し
い
。

 
因
み
に
江
戸
は
日
本
最
大
の
城
下
町
、
そ
れ
も
武
士
の
町
で
、
将
軍
の
下
、

三
百
諸
侯
と
そ
の
家
族
、
及
び
江
戸
詰
の
士
が
集
ま
り
、
之
に
拮
抗
し
て
旗
本

八
万
騎
が
あ
っ
た
。
御
家
人
ぼ
気
位
の
高
い
割
に
俸
禄
は
低
く
仕
事
は
閑
散
、

時
に
役
職
に
つ
い
て
も
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
が
最
高
で
、
出
世
頭
が
大
岡
越
前

守
-
三
千
石
、
遠
山
左
衛
門
尉
（
金
四
郎
）
i
二
千
石
だ
っ
た
。
次
が
小
普
請

組
で
あ
っ
た
。

 
著
者
は
自
ら
の
三
点
の
著
作
が
、
出
版
に
は
成
功
し
篤
か
っ
た
に
せ
よ
、
原

稿
本
が
二
点
ま
で
残
存
し
だ
の
は
幸
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
、
内

容

文
に
は
句
読
点
を
つ
け
ず
。
標
出
語
又
は
掲
出
語
は
平
が
な
で
示
し
、
説
明

文
を
漢
字
・
片
カ
ナ
交
り
文
で
書
く
・
歴
史
的
仮
名
遣
を
主
と
す
る
が
・
四

 
ひ
み
、
お
を
 
の
区
別
は
曖
昧
で
、
特
に
へ
・
エ
・
ヱ
の
混
用
は
異
常
で
あ

 
る
。
仮
名
遣
の
書
も
閲
し
て
（
巻
二
6
1
条
）
お
り
、
四
つ
仮
名
使
用
も
ほ
ゴ

 
正
し
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
書
は
江
戸
中
期
の
漢
語
・
和
語
・
俗
語
を
凡
そ
三
千
語
と
り
あ
げ
、
そ
の
意

義
・
語
源
の
解
明
を
試
み
た
辞
書
風
の
随
筆
。
昭
和
9
年
1
月
、
逸
早
く
こ
の

書
を
学
界
に
紹
介
（
国
語
国
文
1
四
巻
1
号
）
し
た
佐
藤
鶴
吉
氏
は
「
元
禄
俗

語
辞
書
『
志
不
可
起
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
い
る
が
、
そ
し
て
国
会
図
書
館

側
も
『
志
不
可
起
』
を
載
せ
た
初
期
の
目
録
に
は
、
「
俗
語
の
書
」
と
注
し
て
い

る
が
、
詳
し
く
読
む
と
必
ず
し
も
俗
語
の
み
を
挙
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
現
存
巻
頭
の
「
知
」
ノ
部
 
凡
2
8
条
 
を
試
み
に
分
類
し
て
見
る
と
次
の

如
く
、
む
し
ろ
多
い
の
は
漢
語
で
あ
る
。

 
漢
語
1
3
 
1
知
音
 
2
知
己
 
5
重
面
 
6
脚
踊
ス
ル
 
7
適
時
 
1
1
珍
重

 
 
1
2
忠
節
 
1
6
丈
夫
 
1
8
重
半
 
2
0
陳
ズ
ル
 
2
3
畜
生
 
2
5
知
者
 
2
7
疇
昔
，

 
和
語
5
 
3
ち
と
 
4
ち
り
ば
ふ
 
9
ち
ぎ
る
 
1
4
ち
ぎ
 
1
7
ち
や
う
ど

 
俗
語
⑩
8
ち
く
1
0
ぢ
や
く
1
3
ち
ら
・
ち
ら
り
1
5
ち
ん
ば
1
9
ち
よ

 
 
つ
か
・
2
1
ち
ん
 
2
2
ぢ
く
 
2
4
ち
ぐ
は
ぐ
 
2
6
ち
わ
 
2
8
ち
よ
い

 
 
 
計
2
8
語

 
 
参
考
ま
で
に
右
の
や
り
方
で
、
，
も
少
し
範
囲
を
広
げ
て
各
巻
の
各
自
の
一

 
 
項
を
分
類
し
て
み
る
と
、
左
の
如
く
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
巻
倦
（
 
一
欠
）
藩
謹
矯
謄
蕪
籠
鰍

σ
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漢
語

13

7

1

2

2

5
 
 
馳
3
0



和
語

俗
語

1

510

1011

15

127

4019

4
 
 
．
7
2

，
 
7

59

よ
っ
て
『
志
不
可
起
』
は
必
ず
し
も
俗
語
の
み
の
収
集
書
で
は
な
い
。

『
志
不
可
起
」
の
論
法
・
論
式

ω
表
示
形
式

 
A
標
出
項
目
 
 

B
解
 
 
説

 
 
 
 
 
 
ネ
ン
ゴ
ロ

ー
ち
い
ん
 
 
懇
ナ
ル
ヲ
知
音
ト
云
ハ

 
A
標
出
項
目
 
 
 
 
 
C
 
出
 
 
 
 
 
典

 
 
C
 
出
 
 
典
 
・
 
故
 
 
耶

組
子
湯
問
篇
…
 
呂
氏
春
秋
二
・
：

 
 
 
 
 
 
 
 
β
 
解
 
 
説

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
リ

4
ち
り
ば
ふ
 
源
氏
玉
か
つ
ら
三
帰
よ
り
ち
り
ぼ
ひ
来
ト
有
 
オ
チ
ブ
レ
テ
塵

 
 
マ
ジ
ハ
ル

 
ニ
 
交
ト
云
心
也
ト
云
リ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

の
如
く
、
A
標
出
語
を
平
が
な
で
掲
げ
、
B
解
説
を
施
し
、
C
出
典
・
故
事
を

む
 
 
び
 
 
 

片
ヵ
ナ
交
り
の
文
で
示
す
の
が
原
型
。
時
に
B
解
説
が
、
C
出
典
・
故
事
の
後

に
更
に
続
く
こ
と
も
あ
り
、
B
と
C
と
の
順
が
入
れ
替
る
ζ
と
も
あ
る
。
ま
た

 
 
 
む
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ソ
カ
 
オ
モ
ハ
ク

末
尾
に
嘉
日
（
按
二
 
私
按
 
私
疑
ク
ハ
 
疑
ク
ハ
 
私
二
謂
 
 
愚
了

 
オ
モ
ハ
ク
 
ヒ
ソ
カ
ニ
 
 
 
 
ワ
レ

愚
所
謂
 
 
密
所
謂
 
予
日
 
予
思
 
私
二
見
レ
バ
 
愚
モ
信
心
也
な
ど
も

 
 
 
 
む
 
 
 

同
じ
）
と
私
案
を
附
す
る
こ
と
も
多
い
。

標
出
語
 
A
標
出
語
は
必
ず
平
が
な
で
示
さ
れ
る
。
但
し
本
書
㎜
項
の
中
、
例

外
が
二
つ
あ
る
。

 
 
 
 
 
ヨ
ヨ

 
層
鵬
九
位
 
m
ず
い
一

②
幻
出
項
目
数
 
著
者
が
自
ら
数
え
た
項
目
数
は
左
の
通
り
。

 
『
志
不
可
起
』
を
読
む
 
へ
付
）
『
か
た
こ
と
』
と
の
か
～
わ
り

巻二丁巻巻
五四三ニー

巻
六
上

巻
六
下

巻
七

総
計
㎜
項
（
著
者
自
ら
が
計
算
・
記
入
の
数
）

欠ち
2
8
 
り
1
1
 
ぬ
7

よ
2
8
 
允
6
3
れ
6

ら
7
 
む
1
5
 
う
3
9

や
2
1
ま
3
4
け
2
7
，

 
あ
6
1
 
さ
3
3
 
き
3
0

 
ゆ
⑳
・
1
8
 
め
1
7

ゑ
1
6
 
ひ
4
8
 
も
3
3 る

一
 
を
1
7
 
わ
2
3

そ
3
7
 
つ
3
3
 
ね
7

の
1
0
 
お
2
2
 
く
4
9

ふ
3
7
 
こ
3
8
 
て
2
4

追
加
-
 
計
慨
項

み
9
 
し
8
2
 
計
鵬
回

せ
2
9
 
す
4
5
 
計
皿
項 計計なか

181 142 23 92

項項
  三一
  19，7 179

 幽十項

 
右
の
数
字
は
、
後
か
ら
筆
を
加
え
た
為
か
、
著
者
自
ら
の
計
算
に
も
誤
が
あ

 
る
。
即
ち
、
た
㈹
は
6
2
 
な
㈱
は
2
2
 
お
㈲
は
2
3
 
く
㈲
は
5
0
 
て
㈱
は
2
5

1
ゆ
⑰
は
消
し
忘
れ
 
も
㈱
は
2
3
 
が
正
し
く
、
差
引
き
す
れ
ば
皿
項
と
な

 
る
。

標
出
項
・
掲
出
項
の
総
数
 
影
印
本
解
説
者
の
小
林
氏
は
標
出
項
の
外
、
文
中

の
掲
出
項
を
含
め
て
索
引
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
之
を
5
0
音
順
に
算
出
し

て
み
る
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
 
 
，

計ルマナサァ2965 1 77 36 115 159

レ ミ ニ シ イ
6 39 12 247 56

ウ
9
9

ス
8
4

ヌ
2
8

ム
5
2

ロ
6

エ
3
9

セ
6
5

ネ
2
3

メ
3
6

ワ
4
8
、

モノソォ57 37 94 108

ヤハタカ
54 43 i55 223

ユ ヒ チ キ
38 121 71 98

ヨフツク74 88 85 101

ラヘアケ
14 8 42・53

リ ホ ト コ
24 89 39 140

総
計
鰯
語
と
な
る
。

 
之
に
欠
本
の
首
巻
（
い
～
と
）
に
含
ま
れ
た
語
彙
・
項
目
が
加
わ
㌧
る
と
、

『
志
不
可
起
』
が
と
り
あ
げ
た
掲
出
語
総
数
は
耳
語
前
後
に
な
喝
と
思
わ
れ
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る
。
 
（
標
出
項
目
数
脱
も
、
首
巻
が
加
わ
れ
ば
㎜
余
と
な
ろ
う
。
）

巻
一
は
今
欠
本
で
あ
る
が
、
い
～
と
 
を
収
め
た
筈
で
、
現
存
文
中
の
記
事

 
か
ら
推
測
し
て
、
左
の
如
き
項
目
が
あ
っ
た
。

 
い
 
枷
…
て
ん
ほ
う
ニ
ゴ
リ
テ
で
ん
ぼ
う
ト
云
カ
ト
ノ
義
ハ
い
ノ
部
ノ
い
つ

 
 
は
り
ノ
所
二
三

 
 
鰍
…
前
二
い
ノ
部
二
い
ら
ひ
ど
し
ト
出
タ
リ

 
ろ
”
…
じ
ゃ
う
ろ
く
か
い
て
る
る
ト
モ
云
…
是
ハ
前
ノ
ろ
ノ
部
二
出
タ
リ

 
は
 
7
4
…
は
が
む
ハ
三
二
出
セ
リ

 
に
 
罰
…
に
ん
べ
ん
だ
ら
り
ト
即
事
ハ
前
二
三
タ
リ

、
ほ
 
9
0
…
前
ノ
ほ
だ
し
ト
合
テ
見
ベ
シ

 
 
 
隅
…
日
ノ
和
語
ヲ
ひ
ト
理
事
ハ
前
ノ
ほ
ノ
聖
心
モ
出
セ
リ

 
へ
 
ー
ー

 
と
 
 
一

『
志
不
可
起
」
が
と
り
あ
げ
る
漢
語
・
和
語
．
俗
語

 
漢
字
が
伝
来
し
て
、
漢
語
・
漢
文
は
永
く
日
本
語
の
中
枢
に
在
っ
た
。
和
語

は
雅
言
・
文
語
が
和
歌
の
伝
統
と
し
て
維
持
さ
れ
た
が
、
申
世
以
後
、
野
曝
が

俗
語
の
活
用
に
発
想
・
表
現
の
展
開
を
求
め
た
の
も
、
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。

 
俗
語
は
上
代
で
は
方
言
の
意
と
解
さ
れ
た
っ
擢
泳
者
東
ノ
俗
語
日
二
賀
我
比
一

 
（
万
葉
九
ー
ー
一
七
五
九
ノ
原
註
）
の
如
し
。
、
宣
長
は
『
詞
の
玉
緒
』
で

 
い
に
し
え
ご
と
 
 
 
 
 
 
み
や
び
ご
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
と
び
ご
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
江
戸

 
古
言
（
上
代
）
、
雅
言
（
中
古
以
後
の
歌
文
語
）
、
俗
言

 
時
代
語
）
と
分
け
て
い
る
。
 
『
志
不
可
起
」
の
著
者
の
意
見
を
見
よ
う
。

漢
字
・
漢
語
を
ど
う
生
か
す
か
 
、

 
鰯
ぶ
ん
ぶ
り
や
う
だ
う
ノ
条
で
、
武
芸
・
文
芸
の
在
り
方
を
説
き
、

 
文
ト
イ
ヘ
バ
書
ヲ
ヨ
ミ
詩
文
ヲ
作
ル
事
ト
意
得
ル
ハ
非
也
…
儒
者
モ
身
ヲ

 
ヘ
リ
ク
ダ

 
 
謙
り
テ
書
籍
詞
ヲ
ヤ
メ
俗
語
和
語
ニ
テ
ナ
リ
ト
モ
下
民
ノ
男
女
ノ
耳
エ

 
 
 
 
 
 
 
ト
キ

 
モ
入
ル
ヤ
ウ
ニ
説
キ
カ
セ
タ
ラ
バ
国
家
ノ
宝
ナ
ラ
ン

と
卓
抜
な
論
を
述
べ
る
の
だ
が
、
然
し
著
者
自
ら
の
姿
勢
、
漢
字
執
着
、
漢
語

尊
重
の
念
は
強
く
、
後
述
す
る
如
く
そ
の
語
源
・
語
義
解
明
に
当
り
、
著
者
の

弊
は
顕
著
に
出
て
い
る
。
 
（
次
ぺ
参
照
）

和
語
の
と
ら
え
方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ン

 
雌
か
み
ほ
と
け
・
文
字
〔
漢
字
〕
ニ
チ
ハ
申
也
…
和
語
に
か
み
ト
云
ハ
か
冒

 
み
ノ
中
略

 
珊
か
ち
 
鍛
冶
ノ
ニ
字
三
二
き
た
ふ
ト
訓
…
か
ち
ハ
和
語
ニ
テ
和
訓
也

 
9
6
か
さ
つ
ノ
条
…
笠
ヲ
か
さ
ト
和
語
ス
ル
モ
…

和
語
は
や
ま
と
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
著
者
は
漢
字
の
音
か
訓
か
を
当
て
は
め
得

る
の
が
和
語
、
然
ら
ざ
る
を
俗
語
と
見
て
い
る
よ
う
だ
。

俗
語

 
概
し
て
文
字
〔
漢
字
〕
に
当
ら
ず
、
 
（
従
っ
て
接
尾
語
な
ど
も
こ
～
に
あ
げ

ら
れ
る
）
ま
た
和
語
の
肥
り
た
る
を
い
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
瑠
か
な
ぐ
る
 
…
俗
語
ニ
チ
モ
ア
ラ
ン
カ
文
字
不
二
見
当
一

 
蜘
が
ま
し
 
…
文
字
ニ
ハ
一
向
力
・
ハ
ラ
ズ
タ
マ
或
“
猷
張
網
叙
ナ
ド
ノ
類
…

 
 
 
 
 
 
ハ
レ
ガ
マ
 
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
ソ
レ
ヲ
或
晴
ケ
間
敷
ナ
ド
・
書
型
置
誤
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼
 
 
・

 
麗
そ
も
く
 
…
そ
も
く
よ
り
ト
俗
二
日
、

・
捌
う
め
く
、
…
倉
出
う
な
る
ト
云
詞
弔
う
め
く
ノ
誰
力

俗
語
の
う
ち
、
更
に
卑
俗
な
る
は
解
説
に
価
せ
ず
と
み
る
。

 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヒ

 
娚
の
ん
べ
ん
ぐ
ら
り
 
俗
語
ト
思
ハ
ル
レ
ト
モ
強
テ
イ
ハ
ぐ
云
々

著
者
の
意
を
く
み
、
い
つ
所
の
俗
語
を
分
類
し
て
み
る
と
含

イ
方
言
を
指
す
も
の
 
著
者
は
江
戸
下
谷
の
住
人
。
そ
の
使
用
す
る
は
新
し
く
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成
立
に
近
づ
い
た
江
戸
語
で
あ
る
。
か
つ
多
く
の
東
国
方
言
を
引
く
が
、
之

ら
を
田
舎
こ
と
ば
、
地
方
の
俗
語
と
呼
ぶ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ツ
ハ
ル

 
8
ち
く
 
関
東
田
舎
二
 
偽
 
ノ
義
ヲ
ち
く
ト
云

鰯
え
ら
関
東
俗
語
二
物
ノ
多
キ
ヲ
ゑ
ら
い
ト
云

ロ
設
り
・
誤
り

蜥
お
ほ
よ
せ
 
…
大
よ
せ
な
ト
云
是
ハ
お
ほ
よ
そ
ト
云
詞
ヲ
誤
ル
カ

バ
よ
り
卑
俗
の
右

回
て
ん
こ
つ
な
い
 
卑
俗
ノ
詞
也

姻
の
と
ヶ
ぐ
は
 
の
そ
ら
ふ
く
・
の
そ
ん
 
イ
ヅ
レ
ト
モ
ニ
卑
俗
ノ
詞
ニ
キ

 
コ
ユ
但
三
二
義
二
付
テ
イ
ハ
寸
…

 
 
 
り
 
 
 
リ

ニ
俗
語
文
字

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

鋤
ひ
よ
つ
と
 
俗
心
ノ
度
ト
書
ト
モ
難
ご
信
用
一

著
者
の
漢
字
・
漢
語
過
信
の
弊
は
、
語
義
・
語
源
の
解
明
に
当
り
随
所
に
出
、

文
字
の
当
ら
ぬ
俗
語
に
も
故
事
つ
け
が
見
ら
れ
る
。
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ヨ
ウ

．錨

ﾂ
ん
ぼ
 
耳
ノ
キ
コ
エ
タ
ヲ
云
聾
ノ
字
ヲ
用
タ
リ
私
日
章
ハ
和
語
ニ
テ

 
ハ
ア
ル
マ
ジ
是
モ
っ
ん
ハ
通
ノ
唐
音
ぼ
ハ
母
ノ
字
ナ
ラ
ン
ナ
カ
シ
ト
訓
ス
シ

 
カ
レ
ハ
通
ズ
ル
事
ナ
シ
ノ
義
…

 
％
を
ろ
く
恐
ル
・
臼
ハ
ヲ
を
ろ
く
す
る
ト
今
俗
に
云
下
路
下
路
ト
書
ヨ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ロ
く
 

 
シ
ナ
レ
ト
モ
飛
脚
取
用
一
所
詮
春
冬
ナ
ラ
ン
カ

こ
の
弊
に
つ
い
て
は
自
ら
も
反
省
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

 
捌
そ
ろ
く
 
ヲ
細
流
ト
書
そ
ろ
り
ヲ
鼠
毛
ト
書
込
シ
ナ
レ
ト
モ
新
建
立
ナ

 
ラ
ン
ヵ
所
詮
カ
ヤ
ウ
ノ
詞
ハ
文
字
ヲ
付
テ
見
ル
ニ
モ
及
ザ
ラ
ン
カ

 
 
別
著
潤
色
詞
林
三
知
三
下
『
あ
ち
ま
し
」
ン
条
に
も
、
荒
増
ナ
ド
書
ル
ハ

 
『
志
不
可
起
』
を
読
む
 
（
付
）
『
か
た
こ
と
」
と
の
か
～
わ
り

 
 
ア
タ
ラ
ヌ
事
ナ
レ
ト
モ
ス
ベ
テ
和
朝
ハ
万
葉
書
ノ
風
ナ
レ
バ
也
と
あ
り
。

自
然
ノ
言
（
詞
）

 
著
者
の
文
中
に
．
「
自
然
の
言
」
な
る
語
が
か
な
り
頻
出
す
る
。
感
動
詞
、
擬

声
語
、
接
頭
・
接
尾
の
辞
な
ど
の
一
・
部
が
之
で
説
明
さ
れ
る
。

 
鵬
や
れ
 
や
よ
や
 
一
：
や
ら
く
ハ
私
謂
や
あ
ら
ソ
＼
ノ
略
ナ
ラ
ン
や
ハ
ト

 
カ
ク
自
然
ノ
声
ニ
テ
文
字
ハ
ナ
カ
ラ
ン
…

 
7
1
わ
や
く
 
…
但
サ
ハ
ガ
シ
キ
ヲ
わ
や
く
ト
云
ヲ
以
わ
や
ト
感
力
此
わ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
バ
ラ

 
く
ハ
文
字
・
ニ
ハ
 
拘
ヌ
カ
タ
ぐ
自
然
ノ
詞
ナ
ル
ニ
ヤ

 
鵬
あ
そ
こ
 
…
按
二
あ
ハ
自
然
ノ
声
ナ
ル
ニ
ヤ

 
幽
が
ま
し
 
た
し
（
既
述
）
…
皆
自
然
ノ
詞
也

自
然
の
言
は
著
者
に
も
未
だ
十
分
熟
せ
ず
、
例
え
ば

 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ク

．
鋸
が
三
雲
灘
鴇
フ
バ
を
め
ず
を
く
せ
ず
ト
、
重
．
，
鯛

な
ど
の
解
と
は
統
一
を
欠
く
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔

関
東
・
東
国
の
こ
と
ば

 
「
志
不
可
起
」
に
掲
出
す
る
三
千
語
は
、
漢
語
あ
り
和
語
あ
り
俗
語
あ
り
、

江
戸
射
た
る
著
者
が
身
辺
に
見
・
聞
く
語
を
、
在
る
に
従
っ
て
取
り
あ
げ
た
の
、

で
あ
り
、
江
戸
語
が
申
核
で
あ
る
が
、
関
東
語
、
東
国
語
と
名
指
し
て
引
か
れ

た
語
が
多
い
の
に
気
付
く
。
左
に
地
方
語
を
類
別
し
て
み
る
。

 
江
戸
ニ
テ
 
燭
腰
帯
ト
云
ヤ
ウ
ナ
ル
ヲ
す
し
や
う
ト
云
‘
脚
ね
ヶ
物
ト
云

 
 
 
 
 
 
一
 
 
ゴ

 
江
戸
表
ニ
テ
 
㈱
御
ヲ
女
ソ
名
ナ
ド
ニ
春
樹
ツ
ケ
テ
云
ヌ
事
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ね

 
武
江
ノ
俗
 
㈹
遊
女
ヲ
よ
ね
ト
云
ハ
意
力

．
関
東
ニ
チ
ハ
 
隅
さ
へ
の
か
み
ノ
事

 
関
東
ニ
テ
 
鮒
嘉
例
ト
云
事
ヲ
ゑ
ん
ぎ
ト
モ
云
 
 
'



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
カ
レ

関
東
ニ
パ
 
繍
見
る
な
き
く
な
い
ふ
な
す
る
な
ナ
ド
云
此
癒
ハ
勿
、
ノ
略
語

 
ニ
テ
云
々

関
東
筋
二
 
鵬
五
体
不
具
ナ
ル
乞
食
ヲ
モ
癩
病
ヲ
モ
か
つ
た
い
ト
云
 
㎜
狂

 
事
ヲ
ぢ
く
ね
る
ト
云

関
東
筋
ニ
テ
 
蟹
つ
み
に
は
こ
の
や
う
に
成
た
る
ナ
ド
云
ヤ
ウ
ナ
ル
事
ヲ
た

 
う
と
う
こ
の
や
う
に
成
た
る
ト
云

関
東
辺
二
 
脚
入
ノ
ヨ
リ
ツ
キ
／
ナ
キ
ヲ
そ
つ
は
い
が
な
い
ト
云

 
 
 
．
タ
ミ

．
関
東
ノ
田
夫
ノ
飯
ニ
サ
マ
ぐ
ノ
野
菜
等
ヲ
雑
ル
ヲ
か
て
ト
云
（
9
5
条
）

関
東
ノ
三
二
-
5
7
恐
シ
キ
ヲ
を
つ
か
な
い
ト
云
「

関
東
ノ
田
舎
二
 
慰
道
祖
神
ヲ
…
但
是
ヲ
だ
う
ろ
ぐ
じ
ん
ト
云
誤
処
モ
有
ト

 
也

関
東
ノ
田
舎
ニ
テ
 
窺
無
用
ニ
セ
ヨ
ト
旧
事
ヲ
あ
じ
や
ト
云

 
此
な
ぜ
ヲ
な
じ
ゃ
ト
右
田
舎
ニ
テ
云

関
東
ノ
田
舎
辺
一
一
テ
 
謝
人
ヲ
愛
シ
テ
ム
ツ
マ
シ
ウ
ス
ル
ヲ
ら
ん
で
い
す
る

」
ト
云

関
東
二
 
脚
互
二
助
合
テ
事
ヲ
ナ
ス
ヲ
ゆ
ひ
ニ
ス
ル
ト
云

関
東
田
舎
二
 
㈱
ス
ベ
テ
物
ノ
内
二
何
モ
ナ
ク
成
タ
ル
ヲ
が
ら
ん
に
な
り
た

 
る
又
ハ
が
ら
ん
ど
う
ナ
ド
・
云
 
8
偽
ノ
義
ヲ
ち
く
ト
云
 
醜
ヨ
ホ
ド
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
チ
コ
メ
 
ウ
ル
シ
コ
メ

 
云
ベ
キ
底
ノ
事
ヲ
よ
ん
に
う
ト
云
脳
儒
米
二
糎
米
ノ
交
り
タ
ル
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
フ
ウ
 
ツ
ク
ラ
フ

 
だ
ま
り
ト
云
 
㎜
人
ノ
形
粧
ヲ
繕
ヲ
く
ゴ
つ
も
の
ト
云
 
蹴
人
二
三

 
 
 
 
 
 
 
 
ク
チ

 
ア
カ
セ
ズ
独
シ
テ
ロ
タ
バ
ク
ヲ
じ
よ
は
ん
も
の
ト
云
 
脳
女
ノ
カ
フ
リ
ノ

 
キ
ヌ
ノ
切
三
四
尺
有
…
す
し
や
う
ト
云

 
 
以
下
項
目
番
号
ど
該
当
語
と
の
み
を
列
挙
す
。

関
東
田
舎
ニ
テ
 
珊
さ
う
ぜ
ん
ヲ
祭
ル
 
窩
ぎ
ん
ま
い
に
し
て
 
鵬
ま
ず
い

 
 
ま
ず
め
し
 
ま
ず
い
中
 
蹴
ま
う
に

関
東
田
舎
辺
ニ
テ
 
媚
お
か
た

関
東
ニ
チ
ハ
 
掘
妻
ヲ
め
ト
云
「

関
東
俗
語
二
 
脚
ゑ
ら
い

関
東
ノ
卑
俗
語
二
．
魏
く
た
ば
る

坂
東
田
舎
二
 
鰯
お
ふ
な
く
ま
い
り
た
る

坂
東
筋
二
 
晒
こ
っ
け
い
も
の
 
こ
つ
べ
い
も
の

田
舎
ニ
テ
 
榔
ご
つ
ち
た
 
鵬
こ
じ

町
回
ニ
チ
ハ
 
珊
か
ぶ
 
癬
へ
き
断
雪
隠
神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

田
舎
詞
 
蜘
う
せ
ろ
は
あ
か
し
や
し
や
垣
の
き
り
み
＼
す
同
し
所
に
ね
ま
つ

 
て
ぞ
な
く
・

田
舎
ニ
ハ
 
鵬
ま
う
す
、

、
田
舎
二
 
・
脇
た
じ
 
剛
で
ぎ
り
ま
う
す
 
鵬
ま
～
 
㎜
あ
っ
か
く
 
蹴
め

 
一
ぐ
い

田
舎
ノ
俗
 
㍊
ま
か
る
」

．
田
舎
ナ
ド
ニ
 
微
ふ
ん
だ
ん

ト
コ
ロ

郷
．
里
ニ
ョ
リ
 
鯉
じ
ゅ
つ
な
い
 
せ
つ
な
い

奥
羽
辺
ノ
詞
二
 
贈
あ
て
ら

羽
州
二
 
㎜
あ
て
ら
沢
．
こ
て
ら

北
国
筋
目
テ
 
鮒
て
き
な
い

北
国
辺
ニ
チ
ハ
 
捌
そ
で

北
越
三
二
、
艘
む
へ
る

北
越
筋
ノ
詞
二
 
鰯
ゑ
ん
ば

 
上
方
の
貸
主
断
っ
て
挙
げ
る
の
は
左
記
の
四
例
の
み
。
・
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鵬
な
見
そ
ナ
ド
上
方
二
藍
 
姐
恐
キ
ヲ
上
方
人
お
と
ろ
し
ト
ツ
カ
フ
 
路
た

 
う
と
う
 
…
京
都
辺
ニ
モ
云
詞
也
 
偽
…
摂
州
大
阪
ニ
テ
商
売
人
ノ
事
ヲ

 
タ
ト
ヘ
バ
酒
か
ぶ
ナ
ト
云

『
志
不
可
起
』
骸
文
の
書
か
れ
た
享
保
1
3
年
は
㈱
年
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
も
成

立
し
て
既
に
㎜
年
、
江
戸
文
化
は
漸
く
熟
し
て
京
阪
文
化
と
拮
抗
す
る
。
■
「
江

戸
詞
」
な
る
語
は
既
に
正
徳
二
年
（
皿
年
）
、
「
傾
城
岡
染
」
に
初
出
し
て
い
る
。

日
本
の
新
し
い
中
心
地
、
最
大
の
新
興
城
下
町
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浴
れ

る
新
都
の
江
戸
詞
を
中
核
に
、
著
者
は
東
国
語
も
含
め
て
、
漢
語
・
和
語
。
俗

語
三
千
語
を
と
り
あ
げ
、
こ
・
に
関
東
語
を
集
め
た
一
大
類
書
が
成
立
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
や
が
て
㈱
年
に
は
胎
誰
物
類
称
呼
の
刊
行
を
見
v
更
に
少
し
遅
れ

て
大
田
方
の
浬
言
集
覧
（
㈱
～
㎜
年
）
成
り
、
江
戸
語
は
集
大
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。付

『
か
た
こ
と
』
と
の
か
㌧
わ
り

イ
、
選
書
の
形
式
・
内
容
の
比
較

ロ
、
 
『
志
不
可
起
』
の
著
書
は
『
か
た
ご
と
』
を
読
ん
で
い
た

イ
、
安
原
貞
室
著
『
か
た
こ
と
」
五
巻
は
慶
安
三
年
（
細
年
）
京
都
で
刊
行
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
き
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
み

『
志
不
可
起
」
の
著
者
箕
田
楽
聖
は
こ
の
年
あ
た
り
、
江
戸
に
生
れ
て
い
る
。

両
頬
は
共
に
言
語
を
扱
う
が
、
形
式
・
内
容
と
も
に
同
県
あ
る
い
は
類
似
点
が

多
い
。
形
式
面
の
比
較
と
、
同
じ
語
彙
を
採
り
あ
げ
た
場
合
の
例
を
、
形
式
内

容
面
か
ら
比
較
し
て
み
る
。

「
志
不
可
起
」
を
読
む
 
（
付
）
『
か
た
こ
と
』
と
の
か
～
わ
り

か
た
こ
と

五
巻
 
脚
条

京
都
語
を
中
心
に
．
か
た
こ
と
の
矯
・

正
に
志
す
。

音
声
面
に
注
目
す
る
。

形
式
は

 
A
正
語
 
 
 
 
B
か
た
こ
と

 
 
．
δ
れ

例
醜
左
礼
を
。
じ
ゃ
れ
は

 
C
批
正
の
評

 
わ
う
し
と
熾
り

A
正
語
 
平
が
な
。
漢
字
の
場
合
は

 
必
ず
か
な
を
ふ
り
、
よ
み
方
、
音

 
声
を
示
す
。

B
か
た
こ
と
 
平
が
な
表
記
、
発
音

 
を
示
す
。

C
評
定
 
よ
し
・
わ
う
し
の
判
定
を

 
下
す
。

○
京
都
語
（
都
の
言
葉
）
を
採
り
あ

 
げ
、
尚
古
的
態
度
で
是
正
を
試
み
”

'
る
。
但
し
町
人
と
し
て
の
謙
虚
さ

 
を
失
わ
ず
。
都
の
語
を
乱
す
張
本

 
人
は
都
入
だ
が
、
時
に
田
舎
・
田

 
舎
人
を
引
合
に
出
し
て
和
げ
る
。

 
 
・
志
不
可
起

七
巻
A
．
、
首
巻
を
欠
く
約
⑳
条

江
戸
語
・
関
東
語
を
中
心
に
語
義
解

明
を
志
す
。

語
源
を
詮
索
す
る
。

形
式
は

 
A
標
二
項
 
 
 
 
 
B
解
説

例
1
6
ぢ
や
う
ぶ
 
丈
夫
也

 
C
出
典
・
故
里
ヲ
示
ス

 
王
充
力
論
衡
二
…
…

A
門
出
項
 
平
が
な
で
表
記
。
 
（
泌

 
ぺ
参
照
）
漢
語
あ
り
、
和
語
あ
り
、

．
俗
語
あ
り
。
．

B
解
説
 
努
め
て
漢
字
を
充
て
る
。

 
漢
字
、
又
は
片
カ
ナ
交
り
文
。

C
内
外
の
出
典
・
故
事
を
あ
げ
、
解

 
説
に
資
す
。
片
カ
ナ
交
り
文
。

○
江
戸
前
（
将
軍
鎮
座
の
武
士
を
中

 
心
と
す
る
新
城
下
町
の
言
葉
）
・
．

 
関
東
語
を
採
り
あ
げ
、
訓
達
的
に

 
語
義
・
語
源
の
解
明
を
試
み
る
。

 
著
者
の
生
活
を
中
心
に
、
在
る
が

 
儘
、
 
聞
く
が
儘
に
採
取
し
て
い

 
る
。
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○
句
点
を
施
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
本
に
 
 
○
句
点
な
し
。
掲
出
語
を
平
が
な
、
・

'
次
ぎ
、
国
典
と
し
て
は
早
い
方
。
 
 
 
説
明
文
に
ぽ
片
カ
ナ
交
り
文
を
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
つ
。

 
 
類
似
語
を
扱
っ
た
場
合
の
内
容
面
の
比
較

例
 
か
た
こ
と
3
0
条

利
口
に
口
き
～
侍
る
を
。
こ
う
へ
い
。

こ
へ
い
な
ど
い
ふ
は
如
何
。
坂
東
こ

と
葉
に
。
こ
つ
べ
い
と
い
ふ
こ
と
侍

る
が
。
此
こ
う
へ
い
の
こ
と
な
る
か
。

 
 
 
 
 
 
 
こ
っ
け
い

こ
つ
べ
い
と
は
。
滑
稽
の
こ
と
成

べ
し
。
滑
稽
は
酒
器
に
て
侍
る
と
か

 
 
 
く
は
し
く

や
。
 
…
委
史
記
に
見
え
は
べ
る

と
か
や

 
か
た
ご
と
3
5
条

そ
も
く

 
抑
と
い
ふ
こ
と
は
。
決
前
証
後

の
こ
と
葉
と
て
。
前
に
云
た
る
こ
と

を
お
さ
へ
置
て
。
後
い
ふ
べ
き
こ
と

い
は
ん
と
て
つ
そ
も
く
と
置
文
字

な
り
と
か
や
。
そ
れ
も
く
と
い
ふ

「
れ
」
を
略
し
た
る
こ
と
㌧
ぞ
傳
へ

侍
り
し
。
然
る
を
発
端
に
そ
も
く

と
い
ふ
こ
と
誤
成
べ
し

 
志
不
可
起
晒
条

 
 
 
 
 
 
 
コ
ト

追
従
ガ
マ
シ
ク
言
多
ヲ
こ
っ
け
い
も

の
と
坂
東
筋
二
云
含
声
史
記
二
出
タ

ル
字
也
（
以
下
に
滑
稽
伝
、
注
の
文
、

な
ど
出
典
・
故
事
を
引
く
）
文
坂
東

二
右
ノ
如
ナ
ル
者
ヲ
こ
つ
べ
い
も
の

ト
云
こ
っ
け
い
ヲ
誰
タ
ル
カ
又
ハ
骨

平
力

 
志
不
可
起
説
諭
、

…
抑
ノ
字
ハ
を
さ
へ
る
ト
訓
シ
門
前

マ
へ

生
後
ノ
辞
ト
モ
注
シ
テ
切
ハ
ナ
シ
タ

ル
ニ
ハ
ナ
ク
テ
前
ヲ
一
旦
決
シ
テ
後

ノ
義
ヲ
言
出
ス
義
ト
云
リ
（
以
下
論

語
を
引
く
）
私
臼
［
そ
も
ノ
＼
ハ
そ
れ

も
く
ト
云
和
語
ニ
キ
コ
エ
前
後
ニ

カ
、
リ
タ
ル
語
ナ
ラ
ン
是
等
ノ
義
ヲ

以
見
レ
バ
初
ヨ
リ
義
二
叶
カ
タ
キ
ヤ

ウ
ナ
レ
ト
モ
亦
一
説
二
発
語
ノ
辞
ト

モ
ア
リ

右
二
例
に
限
ら
ず
、
召
書
を
並
べ
て
読
む
と
、
類
似
の
点
が
鯨
り
に
も
多
い
。

時
代
的
に
言
え
ば
『
か
た
こ
と
』
の
論
を
踏
ま
え
て
、
『
志
不
可
起
』
の
論
が

重
ね
ら
れ
て
い
る
面
が
見
え
る
。

 
か
た
こ
と
1
条
（
冥
加
）
，
↓
志
不
可
母
型
条

 
か
た
こ
と
2
条
（
如
在
）
1
Ψ
志
不
可
起
脚
条

 
か
た
こ
と
3
条
（
謝
酌
）
↓
志
不
可
起
脚
条

 
か
た
こ
と
噂
条
（
満
足
）
一
↓
志
不
可
起
鯉
条

そ
の
他
に
も
楽
書
の
掲
出
語
彙
は
左
表
の
如
く
、
少
な
く
と
も
8
8
項
で
類
似
一

致
す
る
。
曾
附
謬
靴
敢
聾
の
の
蘇
）

641 260 ZIO 317 695 14 290 287 42 286

                           287

                           288

4882173 とカ〉
           た

           こ

志
不
可

起7168 166 15，0 135 116 97 77 65 54 48
151

41 8
42
45

10 703 672 35 58 141 16 290 654 349 135 45 317 とか
  た

  こ

359 321 314 312 292 274 272 227

                         E

221217207200172起志
                         不

                         可

か
た
こ

と682 107 133 696 46 83 721' 628 262 304 353 565 103

542 537 534 512 5eO 498 494
                               

486465463449434360起志
                              不

                              可
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168 85 29 70 85 29 30 132 198 488 762 67 167 4 753 47，
        662

769 726 721 712 704 690 655 632 6e7 597 596 586 570 567 559 551

2 59 114 34 3 363 1 235 189 107 108 106 56 543 283 17

883 878 876 875 870 863 862 854 832 830' W12 808 806 794 793 779

174 637 110 752 57 83 8 159 84 376'51 68 480 160

1e82 1067 1057 1054 104Z 1039 IQ30 1009 998 985 982 974 932 918

ロ
、
『
志
不
可
起
』
の
著
者
は
『
か
た
こ
と
』
を
読
ん
で
い
た

刊
行
物
の
面
か
ら

 
『
か
た
こ
と
』
は
慶
安
三
年
（
㎜
年
）
の
初
版
、
次
い
で
貞
享
三
年
（
廿
里
）
に

再
刊
さ
れ
て
い
る
。
 
『
志
不
可
起
』
の
著
者
は
慶
安
三
年
頃
に
生
れ
、
，
貞
享
三

年
は
3
0
才
台
で
、
先
述
の
如
ぐ
俳
譜
に
も
精
進
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
時
期
で

あ
る
。
 
『
か
た
こ
と
』
絃
江
戸
に
も
流
布
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
著
者
は
之
を
読

む
…
機
会
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

『
志
不
可
起
』
を
読
む
 
（
付
）
『
か
た
て
と
』
と
の
か
㌧
わ
り

『
か
た
こ
と
』
が
江
戸
に
も
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
田
南
畝
の
一
話
一

言
の
巻
八
（
露
の
蟄
）
に
煎
る
が
、
但
し
之
は
少
し
後
の
証
で
あ
る
。

内
容
を
対
照
す
る
と

 
次
項
の
如
き
は
、
著
者
が
『
か
た
こ
と
』
を
読
み
、
そ
の
提
案
に
対
す
る
応

答
で
あ
り
、
批
判
で
あ
り
、
出
典
を
明
示
し
た
例
で
あ
ろ
う
。

 
か
た
こ
と
8
2
条

…
又
云
て
ん
ぼ
う
そ
。
て
ん
ぼ
ぞ
と

い
ふ
は
い
か
な
る
こ
と
葉
そ
や
。
出

所
し
ら
ま
ほ
し
。

 
か
た
こ
と
㎜
条

隔
～
三
条
は
湯
桶
言
葉
を
あ
げ
る
が
、

三
条
に

せ
き
し
ょ

関
所
は
。
せ
き
ど
こ
ろ
と
云
が
よ

し
と
か
や
．

 
志
不
可
起
8
条

（
館
林
の
方
言
ち
く
 
で
ん
ぼ
う
層

あ
げ
、
）
同
所
ニ
テ
偽
事
ヲ
で
ん
ば
ヶ

ト
云
予

研
て
ん
ふ
ノ
条
 
て
ん
ほ
う
ヲ
ニ
ゴ

リ
テ
で
ん
ぼ
う
ト
云
カ
ト
ノ
義
ハ
い

ノ
部
ノ
い
つ
は
り
の
所
二
三

と
あ
る
か
ら
、
巻
一
（
欠
本
）
に
は

詳
し
い
説
明
あ
り
し
な
ら
ん
。

志
不
可
起
腿
条

 
 
 
く
は
ん
し
よ

或
人
日
関
所
ヲ
せ
き
し
ょ
ト
ヨ

ム
ハ
…
ゆ
た
う
よ
み
ト
テ
白
痴
ラ
ヌ

事
也
せ
き
と
こ
ろ
ト
ヨ
ム
ベ
シ
ト
云

リ
…
但
外
に
事
ニ
ヨ
リ
デ
ヨ
ミ
コ
エ
．

取
A
ロ
テ
ツ
カ
、
フ
事
モ
ア
ル
ベ
シ
一
偏

ニ
カ
ギ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
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か
た
こ
と
8
3
旧

く
は
さ

過
差
な
る
こ
と
を
。
せ
ん
し
ゃ
う
と

 
 
な
ら
 
 
 
 
 
こ
れ
 
ち
か
 
よ
 
せ
ん

い
ひ
習
は
せ
り
。
是
は
近
き
代
に
千

ご
く
せ
う
に

石
少
弐
と
か
や
回
し
人
あ
り
つ
る

 
く
は
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
せ
う

が
、
過
差
を
こ
の
ま
れ
し
ょ
り
千
少

と
い
ひ
そ
め
た
る
こ
と
葉
と
そ
。
又

云
賎
服
二
貴
服
一
謂
二
於
之
潜
上
一
借
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
さ
＼
か
に

無
礼
国
凶
賊
也
と
い
へ
る
は
。
聯
似

 
 
 
 
 
 
 
 
べ
つ

か
よ
ひ
た
れ
ど
。
又
別
の
こ
と
と
云

り

志
不
可
起
㎜
条

孝
経
・
卿
大
夫
・
章
・
注
二
三
服
二
三

三
一
謂
二
之
潜
上
一
云
云
私
日
衣
服
二
不
・

 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ス
ム

限
ス
ベ
テ
上
ノ
位
ヲ
喩
ハ
皆
潜
上

也
…
或
人
日
天
正
ノ
比
仙
石
少
弐
ト

云
人
…
人
皆
ア
ダ
名
二
三
少
ト
云
タ

リ
後
二
其
人
ノ
形
三
二
似
タ
ル
モ
ノ

ヲ
バ
せ
ん
せ
う
も
の
ト
云
ナ
ラ
ハ
ウ

 
 
 
 
マ
ウ
シ
ツ
タ
ヘ

ケ
ル
ヨ
ジ
申
伝
タ
リ
ト
云
リ
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